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1，　 ま　 え 　 が 　 き

　コ ン ク リ
ー

ト構 造 物 の 塩 害 に よ る 早 期 劣 化 現 象 が 各 地 で 発 生 し て お り、確 実 な 防 食 工 法 の 早 急 な 開 発 が 望 ま れ

て い る 。本 報 告は 、コ ン ク リ
ート 中 の 鋼 材 の 腐 食 因 子 で あ る 塩 素 イ オ ン や 酸 累 の 拡 散 を 制 御 し 得 る よ う な 材 料 に

よ っ て 構 成 さ れ る パ ネ ル を 用 い て 部 材 の 最 外 層 を 形 成 し、鋼 材 の 防 食 を 図 ろ う と す る 研 究 の 一
環 と し て 行 っ た も

の で あ る 。材料 に は ポ リ マ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル （PCM ）、高 炉 水砕 ス ラ グ混 入 モ ル タ ル （ BM ）及 び コ ン ク リ
ー

ト （BC ）と 、比 較 検 討 の た め プ レ ーン の セ メ ン トモ ル タ ル （CM ）、コ ン ク リ
ー

ト （C ）を 選 び 、そ の 酸 素 及 び 塩

素 イ オ ン の 拡 散 性 糖 比 較 し た ．こ れ ま で 塩 素 イ オ ン の 拡 散 に っ い て は 、近 藤驫 6ま じ め 多 く の 研 究 が ta　E れ て

お り、測 定 方 法 も
一

般 的 と な り っ っ あ る が 、酸 素 の 拡 散 に っ い て は ほ と ん ど研 究 が 行 わ れ て い な い 。コ ン ク リ
ー

トの 透 難 に 関 し て は 吉 井 溜以 後 い く つ カ1・　di研 鸚 垳 わ れ て い る が、そ れ らeg・b ず れ も 助 差 の あ る 駘 の 透 気

性 を 対 象 と し て お り、大 気 圧 下 で の 拡 散 と は 現 象 が 異 な る も の と考 え られ る 。コ ン ク リ
ー

ト中 の 鋼 材 腐 食 を 考 え

る 場 合 に は 、透 気 係数 よ り も拡 散 係 数 の 方 が 重 要 で あ る 。そ こ で 本 研 究 で は 、圧 力 差 の な い 状 態 で 濃 度 差 に よ っ

て 酸 素 が どの 程 度 透 過 す る か を 測定 し た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　 表 一1　 モ ル ダ ル の 配 合

2」 使 用材 料 及 び 試 験 体 の 作 製

　セ メ ン トは 早 強 ボ ル トラ ン ドセ メ ン ト 、 骨 材 は モ ル タ ル に は 標 準 砂、コ ン

ク リ
ー

トに は 川砂 と 砕 石 （最 大 寸 za　10　rm ）を 用 い 、ポ リ マ
ーは ア ク リ ル 系 の

エ マ ル ジ ヨ ン を 使 用 した 。水セ メ ン ト比40 ％以 下 の モ ル タ ル に は 高性 能 減 水

剤 を 添 加 し た 。配 合 は 表
一1 、2 に 示 す と お りで あ る 。

　 試 験 体 は 10 × 10 × 40　cm の 鋼 製 型枠 に 1打設 して 翌 日 脱 型 し 、ポ リ マ
ーセ メ ン

トモ ル タ ル 以 外 は 直 ち に 水 中 養 生 を 行 っ た 。ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル は ポ

リ マ
ー

フ イ ル ム を 形 成 す る た め 、材 令 7 日 ま で 湿 布 養 生 を し た 後 水 中 養 生 を

行 っ た D ％ 日 以上 経 過 し 十 分 強 度 が 発 現 し た 後、コ ン ク リ ート カ ッ タ ーを 用

い て コ ン ク リ
ー

トは 20　rm 、モ ル タ ル は 酸 素 用 10　rm 、塩 素 イ オ ン 用 5rm の 厚 さ

に 切 断 し 、以 後 酸 素 用 は 恒 温 恒 湿 室 （20 ℃ 、 50 ％ ）で 含 水 率 が 所 定 の 値

（60、80 ％ ）と な る ま で 乾 燥 し、塩 素 イ オ ン 用 は 水 中に 保 存 し た 。な お

試 験 体 は 試 験 面 を 除 き シ リ コ
ーン ゴ ム で 表 面 を 完 全 に シ

ー
ル し た 。

3．醸 素 の 拡 散 試 験

3．1　 試 験 方 法

　 測 定 装置 を 図
一1 に 示 す 。恒 温 室 内 に 装 置 を 設 置 し 、試 験 体 を 拡 散 セ

ル に セ ッ ト し て 試 験 体 の 両 面 に そ れ ぞ れ 窒 素 ガ ス と 酸 素 ガ ス を、等 圧 力

状 態 で 継 続 し て
一

定 量 流 し 、窒 素 ガ ス 中 の 戯 素 ガ ス 濃 度 を 微 量 酸 素 分 析

計 で 測 定 し た 。窒 素 ガ ス 中 の 酸 素 ガ ス 濃 度 が
一

定 値 と な っ た 時 を 定 常 状

態 と し て 、酸 素 ガ ス 及 び 窒 素 ガ ス の 流 量 、圧 力 （ シ ス テ ム 内 に 大 気 が 流

入 す る の を 防 ぐ た め 10　en 程 度 の 水 頭 を 加 え た ）と 酸 素 ガ ス 濃 度 の 測 定 値

項 　　　　目 CM 　BM 　　　 PCM

砂 セ　メ　ン　ト 比 1．0　，0．5
水 セ メ ン　ト比 35 ．6035 （40 ．60 ）

ポリマ
ーセ メ ン ト 7．5 ．15 ，20

スラグ混入率  黥 OI60

・・… 一・… ン囎 一
セ 潔壷轍準蠢形分、t

　 　 　 　 　 　 XlOO

麻ス ラ グ混 入率は セ メ ン ト内創

　 　 表
一2　 コ ンク リ

ー
トの 配合
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を用 い て 、3．2 に 示 す 算 出 方法 に よ り拡 散 係 数 を 求 め た。

3．2　 拡 散 係 数 の 算 出 方 法

　 固 体 中 の 気 体 の 拡 散 は 、闘 体 の 毛 管 孔 隙 の 半 径 r と 気 体 分 子 の 平 均 自 由 行 程 A の 比 ψ に よ り そ の 形 態 が 異 な

る 。今 気体 A と B の 相 互 拡 散 が 均 等 な 圧 力 状 態 の も と で 生 じ て い る 場 合 を 考 え る と、比 r／a が 約 10 よ り 大 き い 場

合 に は 晋 通 の 分 子 拡散 が 支 配 的 と な り、気 体 A の 単 位 面 積 あ た り の モ ル 量 移 動 速 度 （モ ル 流 束 ）1軌 は 次 式 で 表 せ

る 。

tW − − D … ！g．L ＋ ・・ 纈 ＋N ・ ） ・一 ・一 一・一 ・一 ・ll）

定 常状 態 で は （1）式 は 積 分 さ れ 次 式 と な る 。

　　　撫 一
R撃 景。

血 ［揺 釧
………一 一 一・・…

　 rA が e．1 よ り 小 さ い 場 合 に は 分 子 の 移 動 が 孔 隙の 壁 と の 衝 突

の み に よ っ て 支 配 さ れ る Knudsen 拡 散 が 生 じ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　d（》
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ……………・一…t・tt・・（3）　 　 　 　 NW ＝：−DK且
　 　 　 　 　 　 　 　 　 dx

足 常 状 態 で は

　 　 　 　 　 　 DKa ・P
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （yAL　一　yt・）　 　 　 ……………・・・………（4）　 　 　 　 N へ ＝−
　 　 　 　 　 　 　 R 。T ・L

　 1 気圧 で の 気 体 分 子 の 平 均 自由 行 程 2 は 約 0．1 μ m で あ り、コ

ン ク リ
ートの 毛 管 孔 隙 に は 1μm 以 下 の 量 も 多 い 。し た が っ て コ

ン ク リ
ー

ト 中の 気 体 の 拡 散 は こ の 分 子 拡 散 とKnudsen 拡 散 の 中

間領 域 の 拡 散 に な る もの と 考 え ら れ 、次 式 で 表 わ さ れ る 。

　　　　 N ・一一　 1 　 壘 一　 ＿ ＿ ＿ 、＿＿＿＿  

　　　　　　　陟 ・剥
伽

定 常状 態 で は

喘 燵 i− ……・一　．．．｛6｝

気 体 A 、B の 分 子 量 が 等 し い と モ ル 流 東 も 等 し くな り、α ＝＝  と

な る 。し た が っ て 式 （5）は

　　　　螽一螽＋ 毒　 ・一 ………・・一 一 一 ………｛7）

と お く と

　　　　tW・・＝一加 爭 　 ・一 ・一 ……一一 一 ・…・… （8｝

と な り、定 常 状 態 で は 次式 と な る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 1＞）i・P
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（　YAL　

−
　YAo　）　　　　齟・・．・，…　噛・・…　『・・・・・…　t・t…　（9）　 　 　 　 M ＝−

　 　 　 　 　 　 　 R ・T・L

言己号

　ひ ； 気 体 A の 濃 度 （mol ／毎c ）

　ひ丗 ；分 子の 相 互 拡散 係 数 （齢 ）

　DKA；Knudsen 拡 散 係 数 （crVs ）

　卿 ； 平 均 拡散 係数 （砺レ
〆
s ）

　 L ；試 験 体 の 厚 さ （on ）

　 悔 ； 気 体 A の 分 子 量

　MB ；気 体 B の 分 子 量

　 NA ； 気 体 A の モ ル 流 束 （mol ／di・s ）

　NB ； 気体 B の モ ル 流 束 （mol ％か s ）

　 P ； 圧 力 （ atm ）

　 R ；気 体 定 数 （cc ・atrr／
°K ・mol ）

　 S ； 試 験 体 の 透 過 面 積 （磁 ）

　 T ；絶 対 温 度 （
°K ）

　 YA ；気 体 A の モ ル 分 率

　 　YA。； x ≡ O で の A の モ ル 分 率

　 　 YAL ； x ≡L で の A の モ ル 分 率

　 ＝ ；軸 方 向距 離 （on ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M
　 α ；1 十NB／NA ＝1 − （Ma ／価 ）

　窒 素 の 分 子 量 は 28、酸 素 は 32 で あ り 大 き な 差 は な い 。し た が っ て．式   の 代 わ り に 式鋤 を 用 い て も 大 き な 誤 差 は

生 じ な い も の と 推 測 さ れ 、以 後 式   を 用 い て 平 均 拡散 係 数DN を 求 め た 。

3，3 　 試 験 結 果

〔1）各 種 材 料 の 拡 散 係数 の 比 較
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　表 一3 に 毛 管 孔 隙 の 含 水 率 が 60％ の 場 合 の 各 種 材料 の 拡 散 係 数 を 示 し た 。

こ こ で 比 較 す る 含 水 率 と し て 60 ％ を 選 ん だ の は 、通 常 の 環 境 下 で 生 じ る 含 水

率 の 内 比 較 的小 さ な値 を選 ん だ 方 が 各 材 料 の 相 違 が 明 確 に な る と 考 え た か ら

で あ る 。こ の 結 果 水 セ メ ン ト比 60 ％ の コ ン ク リ
ー トに 比 較 し て セ メ ン トモ ル

タ ル の 拡散 係 数 は 約 Y4、ポ リ マ
ー

セ メ ン ト モ ル タ ル で は L！20〜V50 で あ っ た e

ま た 水 セ メ ン ト 比 40 ％ の コ ン ク リ
ー

トと 比 較 ず る と セ メ ン トモ ル タ ル で 若 干

小 さ く 、ボ リ マ
ーセ メ ン ト モ ル タ ル で 竹

〜M8 で あ っ た 。特 に ポ リマ
ー

セ メ

ン ト比 が 15 ％ 以 上 の 場 合 に は 水 セ メ ン ト比 60 ％ の コ ン ク リ
ートの レ 馳 以 下 、

水 セ メ ン ト比 40 ％の コ ン ク リ
ート の 約 レ 20で あ り、ポ リ マ

ー
フ ィ ル ム の 形 成

に よ る 酸 靆 へ い 効 果 が 非 常 に 大 き し’　 c と が 明 ら か と な っ た ・
　 　 　 　 163

（2）毛 管 孔 隙 中 の 水 分 が 拡 散 に 与 え る 影 響　　　　　　　　　　　　　　　 竃

・ 験 体 ・ 含 … 毛 管 孔 購 ・ 対 す … 合 ・孔 ・含 搬 し・・ の 含磯 ♂
・ ・欄

率 と 拡 散 係 獅 関 係 を 図
一2 に 示 し た ・拡 散 係 数 は 含 皹 に よ っ て 大 き く 変

靈
化 し て ・ る が 各 材 科 ・ 内 …

一
… メ ン ・ 比 … の ボ ・ マ

ー
セ メ ン ・ モ ル タ 91

。
・

ル は 含 水 率 の 影 響 を あ ま り 受 け て い な い 。固 体 の 透 過 性 状 は 固 体 の 孔 隙 量 や

細 孔 構 造 に 麺 己さ れ る と 言 わ れ て お り ・含 水 率 に よ ・ て 毛 管 孔 隙 の 閉 塞 状 態
　、66

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0

が 変 わ る こ と を 考 慮 す る と、含 水 率 の 変 化 に よ り 拡 散 係 数 が 大 き く変 化 す る

の は 当然 で あ る 。一
万 ポ リマ

ーセ メ ン トモ ル タ ル が含 水 率 の 影 響 を あ ま り 受　　 図
一2

け な い 理 由 と し て は 、乾 燥 に よ り ポ リ マ
ーフ イ ル ム の 形 成 が さ ら に 進 行 し て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 宕 1♂

乾 燥 に よ る 透 過 性 の 増 加 を打 ち 消 し
”C．L・ る こ と が考 え られ る ． ま た 全 孔 縫 塗

は 水 セ メ ン ト 比 35、S の セ メ ン トモ ル タ ノレ で 2。 S 、ポ リ マ
ーセ メ ン ト モ ル タ ル 占

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蘓 105

で 17 多 前 俵 で あ り、練 り混 ぜ 水 量 の 違 い を 考 慮 す る と ポ リ マ
ーの 添 加 に よ っ

て ほ と ん ど変 化 し て い な い 。こ の こ と か ら・ポ リ マ
ー

は ・ ・ ル ム 膨 成 に よ 翫 s

。 て 孔 朧 完 全 に 躔 する の で は な 、、部 分 的 に 懸 。 た り 孔 灘 の 小 ・ な

1°
。

部 分 を 長 く し て 、酸 素の 拡 散性 状 を 改 善 し て い る も の と 思 わ れ る 。そ の 結 果

乾 燥 の 影 響 も 受 け に く く な っ て い る の で あ ろ う 。

（3）ポ リ マ
ー

量 の 影 響

表
一3　 各 種 材 料の 拡 散 係 数

租　 　　 　　　 類 D 国 （祕 8 ） DN の 比

CM 　邸〆 C＝35多 ）

　　　　
一5586

× LO1 ／璽．1

畷 （スラグ60 多．‘Ψ C＝35 多）
　 　 　 　

一5531
× 10 レ塾5

PCM 〔ポリマ
ー7、5気 W／C昌35 多）

　 　 　 　 一51
．08x ユo レ 22

  M （ポ降 1　5％辱耽 ＝35 多｝

　　　　一
鋪 OxlO 協 2

PCM （ポ リマー20 多．　Wノ℃耳35 ％）

　　　　
一5432xlO1

／36

C 　働 ℃＝40 ％ ｝

　　　　　
一57

β o×LO レ 3．1

e　（W ／C＝60f ）
　 　 　 　 一4240XlO

且，O

BC 　　（ス 芳 60 気 唹 i60％　　）

　 　 　 　 一53
β LXlo レ船 ．3

C   ／C＝60｝

C 佃〆C昌40）

，，縄
　 　 　 50 　 　　 　100
　 孔障含水寧 （％）

孔 隙 含 水 率 と 拡 散 係 数

（含 水率6眠 ）

　 　 　 5　 　 10　 　 15 　 　 20
　 　 　 ポ リ マ ーセ メ ン ト比 （％）

図
一3 　 ポ リマ

ー
セ メ ン ト比 と

　　　　拡散係数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 龜1δ
】

拡 散 係 数 は ポ リ マ
ー

量 の 増 加 と と も に ・」・さ く な り、ポ リ マ
ーセ メ ン ト比 か遡

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8
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思 わ れ る ・　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 1b5

（4）水 セ メ ン ト比 の 影 響

　 図
一4 に 水 セ メ ン ト 比 と拡 散 係 数 の 関 係 を 示 し た 。拡 散係 数 は 水 セ メ ン ト

壕

撫
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30 　　　　40 　　　　50 　　　　60
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 水セ メ ン ト比 （％）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図
一4　 水セ メ ン ト比 と拡 散 係数

比 が 大 き く な る ほ ど 若 干 増 加 し て お り 、そ の 傾 向 は セ メ ン トモ ル タ ル よ り も コ ンク リ
ー

トで 著 し い 。一
般 に ブ リ

ージ ン グ 現 象 等 に よ る 粗 大 孔 隙 の 発 生 は 骨 材 寸 法 が 大 き く な る ほ ど 多 く な る が 、ブ リ
ー

ジ ン グ 現 象 は 水 セ メ ン ト

比 が大 き い ほ ど活 発 と な る た め 、コ ン ク リ
ー

トの 方 が モ ル タ ル よ り 水 セ メ ン ト比 の 影 饗 を 受 け た もの と考 え られ

る 。ま た 含 水 率 が 変 化 し て も 水 セ メ ン ト比 の 影 響 に 大 き な 違 い が 見 ら れ な い の は 、本 実 験 で は 乾 燥 の パ ラ メ
ー

タ

ーと し て 乾 煉 日数 で な く、含 水率 を 選 ん だ た め で あ ろ う 。水 セ メ ン ト 比 が異 な る 配合 間 の 飽 水 孔 隙 の 割 合 は 、 含

水率 が 変 わ っ た 場 合 で も 同 じ で あ る 。仮 に 乾 燥 日数 を パ ラ メ
ー

タ
ー

と し て 選 ぶ と、水 セ メ ン ト比 が 大 き い ほ ど 水

の 逸 散 が 早 い た め 、乾 燥 日数 の 経 過 に と も な い 水 セ メ ン ト比 の 影 響 は 大 き く な る もの と 推 定 され る 。

（5＞酸 素の 拡 散 形 態 に っ い て
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　 セ メ ン ト 系 材 科 の 気 体 の 拡 散 は 分 子 拡 散 と Knudsen 拡 散 の 中 間領 域 に あ る と 考 え ら れ る が 、分 子 拡 散 が 支 配 的

で あ れ ば 恥の 値 は 分 子 拡 散 係 数 DAB に 等 し くな る は ず で ある 。測定 憊 と 式   を 用 い て DAB を 求 め 、恥 と 比 べ て み

る と 、本 実 験の 範 囲 内 で は 材 料 や 配 合 に 関 係 な く 紘 轟 比 は 約 1．03 で あ り、K 皿udsen 拡 散 も 生 じ て は い る が そ の

拡 散 係 数 に 対 す る 寄 与 は 小 さ く、分 子拡 散 が 支 配 的 で あ る こ と が わ か る 。 すな わ ち コ ン グ リ
ート 中 の 酸 素 の 拡 散

性 状 は 此 較 的 大 き な 毛 管 孔 隙に よ り決 定 され て い る も の と 考 え ら れ る 。

4・塩 秦 イ オ ン の 拡 散 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ター

4．1　 試 験 方 法 と拡 散 係 数 の 算 出方 法

　 澗 定 装 置 を 麪 一5 に 示 す 。恒 温 室 内 で 試 験体 を拡 散 セ ル に セ ッ ト し、1 一
側

に は 濃 度 10％ の Naσ溶 液 を 、　ll一側 に は 純 水 を 入れ 、皿 一側 の 塩 素 イ オ ン 濃 慶

を 中 に 挿 入 し た 塩 素 イ オ ン 電 極 と イ 才 ン メ ー
タ
ー

を 用 い て 継 続 して 測 定 し た 。

H 一
側 の 塩 素 イ オ ン 碾 度 の 単 位 時 間 当 りの 増 加 率 は 、時 間 の 経過 と と も に 次 簓

に 大 き く な る が、十 分 時 間 が 経 過 す る と ほ ぼ
一

定 値 と な る 。こ の 時 を 定 常 状 態 　 　図
一5 　 測 　定 　装 　置

と し、Fickの 第 1法 則 よ り求 め た 次式 に よ り塩 素 イ オ ン の 鉱 散 係 数 D を 求 め た “

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 号
　　　D 一  L ・全生 ・一 ・・…tt− ……・・− aOl
　　　　　 S ’CI　 △ L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 随 ；H 一

側 の 容積 （ ce ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 CI ； 1 一側の 塩 素イ オ ン濃度 （ppn ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 △ Cl／At ；定常 状 態での ll一側の 濃 度増加率 （pp 叫 冷 ）

4．2　 試 験 結 果

　 測 定 結 果 の 1 例 を表
一4 に 示 し た 、， ポ リ マ

ー
セ メ ン ト モ ル タ ル の 拡 散 係 数 の 値 　　衷 一4 　 拡 　散 　係 　数

は コ ン ク リ
ー

トと 比 較 し て 著 し く 小 さ く な っ て お り、ボ リ マ
ーセ メ ン ト比 15 ％ の

モ ル タ ル で は コ ン ク リ
ー

トの 約 1／30で あ っ た 。こ の 値 は 酸 索の 拡 散 試 験 の 結 果 と

ほ ぼ 同 じ で あ り、ポ リ マ
ー

セ メ ン トモ ル タ ル は 駿 素、塩 素 イ オ ン い ず れ に 対 し て

も 大 幅 に 拡 散 性 状 を 改 善 す る 効 果 が あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。

5．　 ま と め

　本 研 究 の 範 囲 内 で 明 らか に な っ た 事 項 を 列 記 す る と 以
．
下 の と お り で あ る 。

  ポ リ マ
ー

セ メ ン ト モ ル タ ル は 酸 索 及 び 塩 素 イ オ ン い ず れ に 対 して も有 効 な 拡 散 制 御 効 果 が あ り、防 食 材料 と し

て 有 靆 で あ る 。ポ リ マ ーの 添 加 量 は ポ リ マ
ーセ メ ン ト比 で 15％ 程 度 が 望 ま し い 。

  駿 素 の 拡 散 は 材 科 の 含 水 状 態 に よ っ て 著 し く 変 化 し、永 セ メ ン ト比 60 ％ の コ ン ク り
一

トで は 含 水 率 が 80 ％ か ら

60 ％ に 減 少 す る と 拡 散 係 数 が 20 倍 以 上 に な る 。し か し ポ リ マ
ーセ メ ン トモ ル タ ル は 比 較 的 含 水 率 の 影 響 を受 け ず

ボ リ マ
ーセ メ ン ト比 20 ％ の もの は 、通 常 の 環 境 条 件 下 で は 乾燥 に 無 関 係 と 見 な せ る 。

  セ メ ン ト系 材 科 中 の 敵 素 の 拡 散 は 、分子 拡 散 が 支 醗 的 で あ る 。
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